
▲�コロナ禍という困難な状況のなかでも、その先
にある夢や希望を見つめる新成人たち。

▲�新入生に優しく話しかける6年生。コミュニケー
ションが、楽しい学校生活をつくります。

「
生
き
る
力
」
と
い
う

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
信
じ
て
。

町政運営3つの

　

人
類
史
は
災
害
史
と
も
い
え
ま
す
。

過
去
の
大
災
害
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、

巨
大
地
震
や
火
山
噴
火
、
洪
水
、
干
ば

つ
等
の
天
変
地
異
、
ま
た
疫
病
の
大
流

行
や
長
期
化
す
る
戦
乱
等
の
人
為
災
害

も
含
め
、
大
災
害
を
き
っ
か
け
と
し
て

歴
史
が
動
き
、
転
換
し
て
き
ま
し
た
。

「
生
き
る
力
」
を
信
じ
て

　

今
、
人
類
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
感
染
拡
大
と
い
う

未
曽
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
真
っ
た
だ

中
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
歴
史
に

学
び
、
人
類
の
叡
智
と
科
学
と
、
そ
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
も
乗
り
越
え
て

い
こ
う
と
す
る
人
類
に
継
承
さ
れ
て
き

た
「
生
き
る
力
」
と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
信

じ
、
力
を
結
集
す
れ
ば
、
必
ず
、
い
か

な
る
ウ
イ
ル
ス
を
も
克
服
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
リ
ス
ボ
ン
大
地

震
以
降
に
『
近
代
』
が
始
ま
っ
た
よ
う

と
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
、
日
常
生
活
の
中

で
、
人
と
人
が
出
会
い
、
共
に
生
き
て

い
る
と
い
う
喜
び
と
感
動
を
実
感
し
な

が
ら
『
生
き
る
』
と
い
う
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
人
が
生
き
て

い
く
上
で
の
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
に
よ

る
実
存
的
な
「
心
の
渇
き
」
を
、
協
働

に
加
え
共
生
社
会
の
推
進
の
中
で
満
た

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
町

　
可
能
な
施
策
や
事
業
を
す
べ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

サスティナビリティのまちづくり
～ 1 人ひとりの命と未来を見つめて

共生社会の実現に向けて
～価値観の共有と統合、新たな価値の創造へ

Life change experience
～レガシーの萌芽と 1 人ひとりの幸せの実現

（人生を変える経験）

1人ひとりの命と尊厳を大切に
未来への視座を持って、「今」
を生きる住民の皆さまの生活を
守ります。一方で未来に向けて
人材育成をしていくことが重要
です。新型コロナウイルス感染
症の長期化により、令和 3 年度
当初予算は町税収入の大幅な
落ち込みが確実となってきてい

るため「持続可能なまちづくり」
を更に徹底し、「財政サスティナ
ビリティ宣言」を発出しました。

三芳町は、オランダのホスト
タウン、マレーシアの共生社
会ホストタウンとして、中学
生海外派遣事業などの交流を
行ってきました。行政の使命
は、住民福祉の増進にありま
す。出逢いや感動、喜びなど
が 実 感 で きる「Life change 
experience」（人生を変える経

験、魂が触れ合う経験）により、
生活の中で幸せを実感できる
まちづくりを推進します。

誰しもが個性と人格を尊重さ
れ、幸せに生きることができる
社会を実現していきます。今年
度は（仮称）共生社会推進条
例検討委員会やワークショップ
の開催等により広く意見をお聴
きし、条例制定に向けて気運を
醸成します。また、「共生社会
推進懇談会」において、町のめ

ざす共生社会のイメージを広く
周知するとともに、取り組みを
具体化する方策を検討します。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
こ
と
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
人
権
等
が
阻
害
さ

れ
て
い
る
中
で
最
重
要
な
理
念
と
な
り

ま
す
。

　
「
特
性
・
資
源
を
活
か
す
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
雑
誌
『
ア
エ
ラ
』
の
コ
ロ
ナ

後
の
移
住
先
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
、
隈

研
吾
氏
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
の
可

能
性
の
言
及
に
あ
る
よ
う
に
、
三
芳
町

に
は
多
く
の
資
源・特
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
脚き
ゃ
っ
か
し
ょ
う
こ

下
照
顧
」、足
元
を
見
つ
め
直
し
、

三
芳
町
の
特
性
・
資
源
を
再
発
見
し
、

磨
き
を
か
け
て
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
興
す
時
で
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
へ
―
―
。

三
芳
町
長

　  

林
　
伊
佐
雄 

令 和 年 度

三芳町 施政方針１
７
５
５
年
11
月
1
日
、
午

前
9
時
40
分
頃
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
首
都
・
リ
ス
ボ
ン

を
強
烈
な
揺
れ
が
襲
い
ま
し
た
。

　
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
を
き
っ
か
け
に
歴

史
は
大
き
く
動
く
。
死
者
5
～
6
万
人

（
当
時
の
人
類
の
人
口
は
7
億
人
）
と

い
う
大
惨
事
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
恐
怖

に
陥
れ
ま
す
。

　

一
言
で
い
え
ば
、「
神
は
人
間
を
見

捨
て
た
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
の
が
、

人
々
の
恐
怖
の
核
心
に
あ
り
、
神
に
見

捨
て
ら
れ
た
と
な
れ
ば
、
自
分
の
命
は

自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
恐
怖
か
ら
、『
近
代
』
と
い
う
時
代

が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

に
、
私
た
ち
は
、
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

か
ら
何
を
学
び
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
、
創
造
し
て
い
く

の
か
。
嵐
に
荒
れ
狂
う
大
海
の
中
で
翻

弄
さ
れ
る
小
舟
で
あ
っ
て
も
、
乗
組
員

が
一
丸
と
な
っ
て
嵐
と
戦
い
、
目
的
地

を
め
ざ
し
ま
す
。
小
さ
な
一
自
治
体
で

あ
っ
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
翻
弄
さ

れ
る
歴
史
の
中
に
あ
っ
て
、
新
た
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
予
見
さ
れ
る
未
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、冷
徹
な
、

し
か
も
熱
き
思
い
と
眼
差
し
を
も
っ
て

進
む
時
で
す
。

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

POIN
T 3

MIYOSHI3

染
拡
大
に
よ
っ
て
、50
周
年
記
念
式
典
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

延
期
と
な
り
、
多
く
の
事
業
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ま
も
不
要

不
急
の
外
出
や
行
動
が
制
限
さ
れ
、
不

安
と
閉
塞
感
の
中
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
1
年
で
し
た
。

「
心
の
渇
き
」
を
満
た
す

　

本
来
、
街
は
、
同
じ
空
間
と
時
間
の

中
で
、
人
々
が
集
い
、
交
わ
り
、
学
び
、

感
動
し
、
共
に
成
長
し
、
よ
り
豊
か
な

人
生
を
送
る
劇
場
と
も
言
え
ま
す
。
し

か
し
、
劇
場
は
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
空
間

基本方針

1

2

3 ※ �SDGs（エス・ディー・ジーズ）：国連で採択された国際目標「Sustainable 
Development Goals/ 持続可能な開発目標」
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